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ベンチに、腰を下ろして、楽しんでいるかと思うと、 

ふと、アイディアが浮かび、メモをとるかと思うと、また、画像記録。 

落ち着かないことも、しばしば。朝の⽇差しも、⾯⽩い。 

 

 

 

 

 



〜〜山はみどり 野に花 人にはこころ〜〜 

 

少しは、ゆっくり、落ち着けばいいのにと思うものの、・・・ 

時間の使い⽅が、思うようにならないが、それでいいのではないか。 

⾃由で、⼼が解放されている時間が、持てたことは、⼈⽣の最⾼のひと時とも⾔える。 

こうした⽬に⾒える以上に、⼼に⼊り込んだ思い出は、表現の⾔葉がない。 

⼤変、独りよがりだと思うものの、厳しさの連続後の、開放感。 

 

 

 


